
 

 

    命を守る教育を  

                           校長 柳瀬充男 

 

 １２月は、師走（しわす）とも言われます。それは、年の瀬になると、師（お坊さんや先生）が忙し

く行き来するということからそうよばれるようになったそうです。長かった２学期も授業日は残すとこ

ろあと１６日となりました。各教科の学習も大詰めとなります。しっかり復習して、学習したことをき

ちんと身につけておいてほしいと思います。 

 さて、本年、日方地区が海南市津波避難重点地区に指定されましたので、１１月１２日の海南市避難

訓練に全校で参加しました。今回の目当ては、「地域の一員として行動すること」「家族単位で、避難

行動を取ること」でした。そのため、９時のサイレン・緊急放送に合わせて家の中でまず身を守る行動

をとり、その後、地区ごとに定めた緊急避難場所に家族単位で移動してもらいました。都合がつかず参

加していただけなかった家庭もありましたが、多くのみなさんがこの避難訓練に参加してくれました。

学校に登校しているときは、教師の引率により元火葬場跡に避難することになっていて、６月にその訓

練をしました。その時は、高学年の児童が低学年の児童の手を引きながら、整然と避難することができ

ました。しかし、一日の生活時間からすると、学校にいる時間よりも家にいる時間、子どもだけでいる

時間の方が長くなっています。ですから、１人の時でも自分の命を守れるように、自分の家から一番安

全なところへ避難する訓練をしました。万が一の時には、この経験がきっと役立ってくれると信じてい

ます。併せて行った引き渡し訓練では、保護者の方や子どもたちに整然と行動してもらいました。緊急

時には、教職員も慌ててしまうかもしれませんが、この練習が土台となってより安全な行動が取れると

思っています。 

午後の講演会は５・６年生のみの参加となりましたが、東日本大震災や紀伊半島大水害や熊本地震の

時の避難所の様子を聞き、小学生であっても地域住民の一員として行動できることがあることを学びま

した。また、新聞紙でスリッパを作る体験を通して、災害に見舞われ苦境に追い込まれても身近にある

物を活用して対応していける力を身につけておくことの大切さを学びました。大きな被害をもたらす地

震や津波はいつ来るかは分かりませんが、その時に備えて、自分の命や家族の命を守り、厳しい環境の

中でも生き抜いていく力を身につけておいてほしいと考えています。これからも日方小学校の防災教育

の推進にご協力よろしくお願いします 

 

学 校 だ よ り           海南市立日方小学校 

   ひ か た    Ｎｏ.9 Ｈ29.12.1 (金) 

楽しい学校生活アンケート結果より 

先月、子どもたちの生活の中で困ったことはないか調査をしました。 

ほとんどの人は、クラスの友達はよく声をかけてくれたり親切にしてくれる、クラスにはいい人だ

と思う友達やすごいなと思う友達がいると答えてくれていました。一方で、いやなあだ名や悪口を言

われた(30％)、殴ったりけったりされた(15％)という人がいましたが、大半の人は友達や先生、家の

人に相談してくれていました。ただ、じっと我慢していたという人もいましたので、子どもたちの悩

みに敏感に対応できるよう、引き続き丁寧に見守っていきたいと考えています。心配な点、お気づき

の点がございましたら、遠慮なく学校にお知らせ下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 日（金）授業参観 バザー（6 年） 講演会 

      学校図書館司書勤務日 

 2 日（土）、3 日（日） 秋の美術展 

 6 日（水）わうくらす3 年、英語授業 4 年 

 7 日（木）給食委員会発表 

       スクールカウンセラー勤務日 

 8 日（金）校内マラソン大会 

 9 日（土）土曜事業（白玉だんご） 

11 日（月）あいさつ運動（民生委員）クラブ 

１２月行事予定 

１月行事予定 

 4 日（木）駅伝試走 2 回目 

 8 日（月）市駅伝大会 

9 日（火）セーフティネットの日 

始業式 給食開始 

13 日（土）、14 日（日） 

   市科学作品展、園児児童生徒市展 

18 日（木）入学説明会 

スクールカウンセラー勤務日 

20 日（土）県 P 指導者研修会 

25 日（水）給食費等引き落し日 

27 日（土）土曜事業 

       

足の悪いおばあさんたちがいて、逃げるのがたいへんそうだなと思いました。避難訓練をしてだ

いたいどのように自分の避難場所にいくのが分かった。家で話し合ったことは、避難するときに

は、食べる物をもって行っといた方がいいということです。避難場所についたら、「お腹が空い

たな」という声も聞こえていたので、ちょっとでも食物を分けてあげられたらいいねと言ってい

ました。それと、「まず、自分の身を守りなさい。」ということです。（６年生） 

重点地区避難訓練児童のふりかえり 

わたしは、きょうのあさ、ひなんばしょに いきました。わたし

の ひなんばしょは、もとかそうばです。たくさんの ひとが 

いました。さかを のぼったら じぶんの いえも みえまし

た。とても あしが いたかったです。（１年生） 

 

ぼくは、ひなんくんれんにさんかしました。ぼくのひなん場所

は、家がマンションなので家の屋上に避難しました。屋上のド

アに「まどをあけてドアのそとがわのかぎをとってあけてくだ

さい」とかいてありました。本当にひなんするときはすばやく

にげようと思いました。（4年生） 

 

12 日（火）あいさつ運動（児童会） 

    育友会本部役員会、役員選出委員会 

13 日（火）1 年生と幼稚園の交流会 

15 日（金）給食費等引き落し日 古紙回収（総務部） 

16 日（土）土曜事業（大根収穫祭） 

     人権作文発表会 

20 日（水）校外児童会、集団下校 

22 日（金）終業式、給食終了 

27 日（水）市駅伝試走1 回目 

 

ロング集会 
11 月 28 日に 5.6 年生の委員会の企画、運営で、楽しいロング集会が開

催されました。それぞれの委員会が趣向を凝らしたゲームで学年の枠を超

えてみんないっしょに楽しめました。 

 

図書委員会  

『本の名前を当てよう』 

体育委員会  

『モールピコピコ』 

給食委員会  

『カンつみ』 


